
報告第７１号                 平成１６年１月１６日承認  
 

上水道部会水道総務分科会の事務事業調整方針について  
 
 上水道部会水道総務分科会の事務事業調整方針について別冊のとおり本協議

会に報告し、その承認を求める。  
  平成１６年１月１６日提出  
 

                 津地区合併協議会  
                     会長 近 藤 康 雄  



報告第７１号

津 地 区 合 併 協 議 会

協 議 会 報 告 項 目

上 水 道 部 会

水道総務分科会　１３-１



１回 ２回 ３回

13 - 1 - 1 5/8 10/2 10/9

13 - 1 - 2 10/2 10/9

13 - 1 - 3 10/2 10/9

13 - 1 - 4 10/2 10/9

13 - 1 - 5 5/8 10/2 10/9

13 - 1 - 6 5/8 10/2 10/9

13 - 1 - 7 5/8 5/22

13 - 1 - 8 5/8 10/2 10/9

13 - 1 - 9 5/8 10/2 10/9

13 - 1 - 10 5/8 10/2 10/9

13 - 1 - 11 5/8 5/22

13 - 1 - 12 5/8 10/2 10/9

13 - 1 - 13 5/8 5/22

13 - 1 - 14 5/8 5/22

13 - 1 - 15 10/2 10/9

13 - 1 - 16 10/2 10/9

13 - 1 - 17 10/2 10/9

13 - 1 - 18 5/8 10/2 10/9

項　　目　　一　　覧　　表

通　　　番 項　　　　　目　　　　　名
幹　事　会　提　案　日

幹事会確認日 備　　　　　考

組織及び人員配置

企業職員給与・手当体系

水道事業体にかかる給与計算事務等電算委託業務の形式、内容の統
一

水道事業職員の被服貸与

水道事業関係条例、規則の改廃

水道事業計画策定関係

水道事業防災体制の確立・危機管理マニュアルの作成

水道事業財政計画

水道局警備業務及び水道業務サービスの時間外対応

各種水道協会・協議会関係

水道事業の啓発・広報

水道事業会計予算及び決算関係

水道水源涵養補助金

水道水源保護関係

水道の入札工事契約等（建設工事等入札参加資格審査委員会を含
む。）

水道事業の物品購入・修理

水道事業のメーター、工事材料の購入

水道事業財務会計システム（契約管理、企業会計、貯蔵品管理、工事台
帳、予算関係）



１回 ２回 ３回

項　　目　　一　　覧　　表

通　　　番 項　　　　　目　　　　　名
幹　事　会　提　案　日

幹事会確認日 備　　　　　考

13 - 1 - 19 5/8 5/22

13 - 1 - 20 10/2 10/9

企業債の借入、償還事務

水道事業に係る庁舎管理



1

2

･人数　２人
検針及び料金収納事務補助

美里村役場水道課業務補助職
員
◆人数　１人
○事務補助　水道１人

－津市水道局臨時職員（平成１５
年４月１日現在）
◆人数　18人
○事務補助　水道総務３人、営
業課３人、工務課１人、浄水課１
人、水道資料館２人（２人で交代
勤務）
○業務補助　水道資料館１人
○取水口管理業務１人
○警備員４人（４人で交代勤務）
○再雇用者２人

◆任用については津市臨時職
員取扱規程を準用

久居市企業局水道課臨時職員
(平成１５年４月１日現在)
◆　人数　１人
○　事務補助　業務係１人

－

組織及び人員配置

企業職員給与・手
当体系

・津市水道局企業職員給与、勤
務時間及びその他の身分取扱
については津市の一般職の例
による(行政職1表、1級から9級
適用)
・特殊勤務手当の種類額及び支
給方法は管理者が定めることと
なっている。

・久居市企業職員の給与、勤務
時間及びその他の身分取扱に
ついては、久居市職員の例によ
る。（行政職１表、１級から８級適
用、局長は９級）
・特殊勤務手当は、給与に関す
る規程第２１条で定めるところに
よる。

・河芸町企業職員給与、勤務時
間及びその他の身分取扱につ
いては、河芸町職員の給与に関
する条例の適用を受ける職員の
例による。
・特殊勤務手当に関しても河芸
町職員の特殊勤務手当に関す
る規則の適用を受ける職員の例
による。

・水道課職員の給与、手当て、
その他の身分取扱については
町職員と同様（行政職１表　１級
～８級及び行政職２表）
・維持管理担当のみ特勤手当を
支給。

・職員給与、勤務時間及びその
他の身分取扱については美里
村の一般職の例による（行政職
１表、１級から８級適用）
・特殊勤務手当に関しても美里
村職員の特殊勤務手当に関す
る条例、規則の適用を受ける職
員の例による。

・勤務時間及びその他の身分取
扱いについては安濃町の一般
職の例による。（行政職別表第
1．1級から8級を適用）
・特殊勤務手当
水道業務従事、用地交渉業務

関　係　項　目

平成15年4月1日現在　　106人
　（うち臨時職員１８人）
水道事業管理者　　　　　　　　１
　水道担当理事兼局次長　　 １
　　水道総務課　　　　　　　　１２
　　営業課　　　　　　　　　　　２２
　　工務課　　　　　　　　　　　２９
　　浄水課　　　　　　　　　　　２３

平成15年4月1日現在　　5人

水道事業者(町長）
　上下水道課長　　　　　 １
　　経理担当　　　　　　　 １
　　料金収納担当　　　　 １
　　給水維持担当　　　　 １
　　改良工事担当　　　　 １
水道事業管理者は、置いていな
い

平成15年4月1日現在　　18人
(うち嘱託職員1人)
水道事業管理者（市長）
　企業局長　　　　　　　　　１
　　水道課長　　　　　　　　１
　　　課長補佐　　　　　　　１
　　　　管理係　　　　　　　 ４
　　　　業務係　　　　　　　 ４
　　　　配給水係　　　　　　４
　　　　工務係　　　　　　　 ３
企業局長は下水兼務

平成15年4月1日現在　　３人

簡易水道事業管理者（村長）
　水道課長　　　　　　　　　　　１
　　水道担当課長補佐　　　兼務
　　　料金計量経理管財　　兼務
　　　工事給水調査　　　　　　１
　　　浄水管理建設改良　　　１
課長は下水と兼務しているが水
道の人員

平成15年4月1日現在　　5人
　
水道事業者（町長）
水道課長　　　　　１
　課長補佐　　　　2
　　主幹　　　　　　１
　　　主事　  　　　１

水道事業管理者は、置いていな
い。

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

分　   科　   会 水道総務分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 上水道部会

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

平成15年4月1日現在　　4人

水道事業者（町長）
　水道課長　　　　　　　　１
　　経理料金収納工事　１
　　維持管理工事　　　　２
課長は下水と兼務だが、水道課
の人員
水道事業管理者は、置いていな
い
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－ － －

　企業会計職員数等については，料金算定に影響を与えるため、効率的な職員の配
置が必要であり、新市に移行後速やかに調整する。

－

・一志町水道企業職員の給与、
勤務時間及びその他の身分の
取扱については、一志町の一般
職の例による。（行政職第１表、
１級から８級を適用）
・特殊勤務手当等の種類及び額
については、一般職員に準ずる

・白山町企業職員給与、勤務時
間及びその他の身分取扱につ
いては白山町の一般職の例に
よる（行政職１表、１級から８級
及び行政職２表を適用）

・美杉村一般職員の例による 　人事部会の調整結果による。

平成15年4月1日現在

産業建設課長　　　　　　兼務
　課長補佐　　　　　　　　兼務
　　係　　　　　　　　　　　 兼務
課長は土木、課長補佐は農業、
係は土木の人員

香良洲町一般職員の例による

調　整　の　内　容
１．速やかに調整する。(合併と同時）
２．津市の例により調整する。（合併と同時）

平成15年4月1日現在　　2人

環境課長　　　兼務
　課長補佐　　　１
　　担当者　　 　4（うち3人兼務）

平成15年4月1日現在　　７人

水道事業管理者（町長）
　上下水道課長　 　　　　　兼務
　　課長補佐　　　　　 　　　１
　　　給水係　　　　　　　　　２
　　　施設係　　　　　　　　　４
課長は下水と兼務で、下水の人
員

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況
調整の具体的内容

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町 美　杉　村

平成15年4月1日現在　　6人

水道事業管理者（町長）
　水道課長　　　　　　　　　 １
　総括主幹　　　　　　　　　 １
  　水道係　　　　　　　　　　４
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3

4

5

被服に関しては定めがないが、
夏用･冬用作業服上下・防寒着
を適宜購入し貸与している。
※事務服については、自由化さ
れている

・事務服に関しては自由。
・作業服については夏服・冬服
上下・防寒着を適宜購入し、貸
与している。

区　　　　　分

・現在水道課職員の被服に関し
ては「河芸町職員被服等貸与規
程」により定められいてる。
※事務服については、自由化さ
れている。

水道事業職員の被
服貸与

・水道事業職員の被服に関して
は「久居市水道事業職員の被服
等貸与規程」で定められている。
　※事務服については、自由化
されている。

・水道局の被服に関しては「津市
水道局企業職員被服等貸与規
程」により定められている。
　※事務服については、自由化
されている。

・特別の規定はない。
作業服については古くなったも
のから取り替えていく。
事務服については自由。

・同左 ・同左

分　   科　   会 水道総務分科会

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

様式４

水道事業体にかか
る給与計算事務等
電算委託業務の形
式、内容の統一

・給与計算事務については、民
間業者に委託している。

・同左 ・同左

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

協　議　項　目 専　門　部　会 上水道部会

関　係　項　目

・給与計算事務については、一
般職と同様に、総務課におい
て、民間業者のシステムにより
処理されている。

関係条例一覧
〇河芸町水道事業の設置等に
関する条例
〇河芸町企業職員の給与の種
類及び基準に関する条例
〇河芸町水道事業会計規程
〇河芸町水道事業水道料金減
免取扱要綱
〇河芸町水道事業給水条例
〇河芸町水道事業給水条例施
行規程
〇河芸町水道管（本管）布設工
事費負担に関する規則
〇河芸町指定給水装置工事事
業者規程
〇河芸町指定給水装置工事事
業者審査委員会設置要綱
〇河芸町水道管の破損に伴う
修繕費の取扱要綱

○安濃町水道事業の設置等に
関する条例
○安濃町企業職員の給与の種
類及び基準に関する条例
○安濃町企業職員の旅費に関
する条例
○安濃町水道事業給水条例
○安濃町専用水道供給条例
（○条例5　●規則4）

水道事業関係条
例、規則の改廃

関係条例等一覧
○久居市水道事業及び簡易水
道事業の設置等に関する条例
○久居市企業職員の給与の種
類及び基準に関する条例
○榊原簡易水道事業分担金徴
収条例
○久居市榊原簡易水道水源施
設改良等工事負担金徴収条例
○久居市上水道特別給水施設
費分担金徴収条例
○久居市水道事業給水条例
○久居市簡易水道事業給水条
例
○久居市水道水源保護条例
○久居市水道施設利用加入金
徴収条例
○久居市榊原簡易水道水源施
設等工事負担金等徴収条例
（○１０条例　●１９規程６要綱
計３５）

関係条例一覧
○津市水道事業の設置等に関
する条例
○津市公営企業の業務の状況
を説明する書類の提出及び公表
に関する条例
○津市水道事業給水条例
○津市水道事業分水条例
○津市水道水源保護条例
（○５条例　●１６規程、規則　▲
２その他　▲１雑則　　計　２４　）

芸濃町水道事業の設置等に関
する条例
芸濃町水道事業運営委員会設
置条例
企業職員の給与の種類及び基
準に関する条例
芸濃町水道事業給水条例
芸濃町指定給水装置工事業者
規程
開発事業に伴う水道管（本管）
布設工事費負担に関する規則

関係条例一覧
○美里村簡易水道事業給水条
例
○美里村簡易水道水源保護条
例
○美里村職員定数条例
○美里村課設置条例
○美里村職員の給与に関する
条例
○美里村職員の特殊勤務手当
に関する条例
○美里村職員の勤務時間、休
暇等に関する条例

　（○７条例　●５規程、規則　計
１２　）
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調整の具体的内容

様式４

　人事部会の調整結果による。

　人事部会の調整結果による。－ ・一般職に準じて被服等の貸与
を受ける。

※事務服については、貸与が中
止され、自由化されている。

・一般職に準じて被服等の貸与
を受ける。

・特別の規定はない。
事務服については自由。

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

・同左

調　整　の　内　容

・同左 ・同左 ・同左

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

香 良 洲 町 美　杉　村一　志　町 白　山　町

３．津市の例により調整する。（合併と同時）
４．津市の例により調整する。（合併と同時）
５．新たに条例、規程等を制定する。（合併と同時）

関係条例一覧
○白山町水道事業の設置等に
関する条例
○企業職員の給与の種類及び
基準に関する条例
○白山町給水条例
○白山町水道水源保護条例
○白山町簡易給水条例
○白山町簡易水道事業分担金
徴収条例
（○６条例　●７規程、規則　▲１
その他　　計１４　）

関係条例一覧
○香良洲町上水道事業受益者
分担金徴収条例
○香良洲町水道使用料支払の
ための基金条例
（○２条例　●１規則　計　３　）

・関係条例等
◆条例
○一志町水道事業の設置等に
関する条例
○一志町水道事業給水条例
○一志町企業職員の給与の種
類及び基準に関する条例
○一志町水道事業基金条例
○一志町水道事業分担金徴収
条例
○一志町水道水源保護条例
（○６条例◆10規則、規程◆１告
示）

　新たに条例・規程・規則等を制定する。関係条例一覧
○　美杉村簡易水道給水条例
○　　　　〃　　　施行規則
〇　水道工事指定業者規程
○　美杉村水道水源保護条例
〇　　　〃　　　施行規則
２条例　１規程　２規則
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6

7

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

上水道部会

関　係　項　目 分　   科　   会 水道総務分科会

専　門　部　会

河　芸　町

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

美　里　村 安　濃　町

水道事業防災体制
の確立・危機管理
マニュアルの作成

様式４

協　議　項　目

津　　　　市 久　居　市 芸　濃　町

給水区域・・・安濃町の区域内
給水人口・・・13,200人
給水量・・・9,450㎥

・応急事故体制については、各
課、担当ごとの連絡網、非常呼
集体制があり、日常の水道管破
損事故、水質事故等に対応して
いる。また、現場への派遣体制、
実現場等での指揮体制につい
ても日常事故時に常に実施して
いる。これは、水道事業体職員
の専門性に依存している部分も
ある。しかし、近年長期在職職
員が減少し、即応能力に未知数
の部分が生じていること、また、
大規模災害が発生した場合にお
ける近隣市町村からの応援要請
を想定した危機管理マニュアル
の作成が必要となる。当マニュ
アルについては14年度末に作成
している。

・水道事業にかかる経営の基
本、組織、重要な資産の取得及
び処分等を定める。また、給水
区域等を下記のように定めてい
る。

給水区域・・・津市及び一志郡香
良洲町の全域並びに安芸郡河
芸町大字南黒田の一部
給水人口・・・193,000人
一日最大給水量・・・167,060㎥
　給水区域内給水量・158,400㎥
　久居市への分水量・　 5,000㎥
　三雲町への分水量・　 3,000㎥
　美里村への分水量・　　 660㎥

・水道事業に係る経営の基本、
組織、重要な資産の取得及び処
分等を定める。また給水区域等
を下記のように定めている。
●水道事業
給水区域・・・・久居市一円(榊原
町の一部を除く。)
給水人口・・・・49,700人
一日最大給水量・・・・40,100㎥
●榊原簡易水道事業
給水区域・・・・久居市榊原町の
一部
給水人口・・・・2,606人
一日最大給水量・・・・2,647㎥

・水道事業にかかる経営の基
本、組織、重要な資産の取得及
び処分等を定める。また、給水
区域等を下記のように定める。

給水区域－河芸町の全域　ただ
し、河芸町大字南黒
田の一部地域を除く。
給水人口・・・20,000人
一日最大給水量・・・10,000㎥

・応急事故体制については、水
道課職員全員が1週間の当番制
で24時間担当し、土日、休日夜
間については、市の警備員から
直接連絡があり、対応している。
また、緊急の開栓も同様の対応
を行っている。
また、大規模な災害時には、市
の地域防災計画に基づき対応
することになっているが、近隣市
町村からの応援要請を想定した
危機管理マニュアルの作成が必
要となる。

・応急事故体制については、上
下水道課職員現場対応し、断
水、濁り等により給水が必要な
ときには、建設産業部を中心に
職員が対応している。

・応急事故体制については、担
当ごとの連絡網、非常呼集体制
があり、日常の水道管破損事
故、水質事故等に対応してい
る。また、現場への派遣体制、
実現場等ので指揮体制につい
ても日常事故時に常に実施して
いる。しかし本村の水道職員数
が少ないので、即応能力に未知
数の部分が生じている。、また、
大規模災害が発生した場合にお
ける近隣市町村からの応援要請
を想定した危機管理マニュアル
の作成が必要となる。

・応急連絡体制については、職
員への連絡網があり、日常の水
道管破損事故等に対応してい
る。危機管理マニュアルについ
ては、現在作成に向けて検討中
である。

水道事業計画策定
関係

・芸濃町上水道事業基本計画書
　水道事業の実施、収支の試算
等。

給水区域…町内(一部未給水区
域あり）
給水人口…8,900人
一日最大給水量…7,000㎥

・簡易水道給水区域等を下記の
ように定めている。しかし、未普
及地域があり整備する必要があ
る．

給水区域・・・美里村の全域で一
部を除く
計画給水人口・・・5,201人
一日最大給水量・・・2,540㎥

・日常の漏水事故等については
水道課職員の当番制により２４
時間対応しているが、実際に事
故が発生した場合、現場での指
揮は長期在職の維持管理担当
職員に頼る部分が多い。
　大規模災害時には芸濃町地域
防災計画により対応。
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様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容
６．新たに計画を策定する。（合併と同時）
７．新市に移行後、速やかに調整する。（合併後１年程度）

白　山　町 美　杉　村
調整の具体的内容

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

　水道事業計画については、合併時に新規事業認可を受ける必要から、事前に調整
する必要がある。

・水道事業にかかる経営の基
本、組織、重要な資産の取得及
び処分等を定める。また、給水
区域等を下記のように定めてい
る。
水道事業
給水区域・・・白山町の区域内と
する
給水人口・・・15,000人
一日最大給水量・・・10,000㎥
簡易水道
福田山簡易水道
給水人口・・・135人
一日最大給水量・・・30㎥
元取山簡易水道
給水人口・・・289人
一日最大給水量・・・47㎥
青山高原簡易水道
給水人口・・・3,000人
一日最大給水量・・・1,500㎥

・未普及地域において、地域か
らの要望に基づき事業計画を行
う。
総合計画と過疎計画に登載

・水道事業単独の計画書は、近
年は策定されていない。
◆現在の給水区域…大字波瀬
の一部を除く一志町全域
◆給水計画人口…17,600人
◆１日最大給水量…7,400㎥

－

香 良 洲 町 一　志　町

・緊急時、非常時は、白山町地
域防災計画に基づき、対応する
ものとする。これ以外に単独マ
ニュアルは、作成していない。

・応急連絡体制については、職
員への連絡網があり、日常の水
道管破損事故等に対応してい
る。
・大規模災害時には、香良洲町
地域防災計画により対応。

・緊急時、非常時は、一志町地
域防災計画に基づき、対応する
ものとする。これ以外に単独マ
ニュアルは、作成していない。

・直営簡易水道施設は監視シス
テムによる応急対応をしている
・組合管理の簡易水道について
は、組合において管理する。

　現在作成していない市町村もあり、復旧作業は慎重かつ迅速でなければならないた
め、マニュアルづくりはできるだけ細かく、明確なものとする。その間については、津市
のマニュアルを新市として活用する。
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9

・財政計画の策定方針
１　この財政計画は、安濃町水
道事業第2次拡張事業に伴う、
計画期間、需要予測、施設整備
計画及びその財源計画等の諸
元に基づき、事業計画目標年度
に至る必要な事業費用及び事
業収入を算定し、収支の見通し
が確実かつ合理的であるか等を
確認することを基本とする
２　財政計画の策定方法は、財
政計画基礎データの諸元及び
決算書、予算書の数値等を基と
して策定している。
３（1）目標年度　平成22年度
　（2）給水人口　13,200人
　（3）１日最大給水量　9,450㎥
４　財政計画期間　平成１３年度
から平成22年度

－

協　議　項　目

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
様式４

関　係　項　目 分　   科　   会 水道総務分科会

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

・管破損事故については職員に
よる当番制で２４時間対応。水
道庁舎の警備、計器類の監視
(夜間時）は警備会社に委託。

・財政計画の策定方針
◆１財政計画の策定
この財政計画は、津市水道事業
第４回拡張事業に伴う、計画期
間、需要予測、施設整備計画及
びその財源計画等の諸元に基
づき、事業計画目標年度に至る
必要な事業費用及び事業収入
を算定し、収支の見通しが確実
かつ合理的であるか等を確認す
ることを基本とする。
◆２　財政計画の策定方法は、
財政計画基礎データの諸元及
び決算書、予算書の数値等を基
として策定している。
◆３　基本計画諸元
（１）目標年度　平成30年度
（２）給水人口　193,000人
（３）給水戸数　89,070戸
（４）1日最大給水量　167,060㎥
（５）1人１日最大給水量　 ８６６
㎥
◆４　財政計画期間　平成13年
度から平成30年度
◆５　水需要予測、拡張事業費
及び財源、維持管理費の計算な
ど詳細を定めている。

専　門　部　会 上水道部会

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

8 ・財政計画の策定方針
◆１財政計画の策定　　この財
政計画は、河芸町水道事業第３
次拡張事業に伴う、計画期間及
び需要予想、施設整備計画等を
基に事業費用、事業収入を策定
し、収支の見通しが確実であり
かつ合理的であることを確認す
ることを基本とする。む
◆２財政計画の策定は、財政計
画基礎デ－タ及び決算書、予算
書の数値等を基礎として作成し
ている。
◆３基本計画諸元
（１）目標年度　平成１６年度
（２）計画給水人口　20,000人
（３）給水戸数　6,250戸
（４）１人１日最大給水量　500ℓ
（５）１日最大給水量10,000㎥

・夜間･休日時の給水体制･事故
復旧体制は、水道課において体
制を整えている。

水道事業財政計画 ・財政計画の策定方針
◆１　財政計画の策定
この財政計画は、久居市水道事
業第６次拡張事業に伴う、計画
期間、需要予測、施設整備計画
に基づき事業計画目標年度に
至る必要な事業費用及び事業
収入を算定し、収支の見通しが
確実かつ合理的であるかを確認
することを基本とする。
◆２　財政計画の策定方法は、
財政計画基礎データ及び決算
書、予算書の数値等を基に策定
する。
◆３　基本計画
（１）目標年度　平成２２年度
（２）給水人口　４９，７００人
（３）１日最大給水量　４０，１００
㎥
（４）１人１日最大給水量　８０６．
８ℓ

水道局警備業務及
び水道業務サービ
スの時間外対応

・現在夜間、休日は警備員にて
対応、緊急時は職員呼集体制を
整え、水道事業者協同組合によ
る当番店対応と合わせて給水体
制を整えている。このため、警備
業務員は警備以外にも緊急時
の問い合わせなどへの対応も
行っている。なお、警備員に関し
ては臨時職員を月額賃金で雇
用し、４人が交代して対応してい
る。

・夜間、休日の対応は、久居市
の警備員で受付をし、必要に応
じ、当番の職員へ連絡をし対応
している。当番の職員は、現場
へ急行し、状況の把握を行い、
水道当番店(久居市水道指定給
水装置工事事業者)と連携して
対応している。
当番の職員・・・・水道課の職員
で事務職、技術職を問わず全職
員が２人体制で当番を行ってい
る。その経費については、時間
外勤務手当、特殊勤務手当を支
給している。

・現在夜間、休日は警備員及び
日直が電話対応、緊急時は上
下水道課職員の水道当番に連
絡が入り現場対応する。水道当
番だけで対応できない場合は、
上下水道課職員全員に徴集を
かけ対応する。

・芸濃町上水道基本計画書によ
り平成２７年度までの収支の概
算、水需要などが予測してある
が、現実とのかい離が大きい。

・休日も職員（１人）が出勤し対
応している。夜間は警備会社に
警備業務の委託をしている。緊
急時には、役場の宿直より水道
課職員に連絡が入り、事故・苦
情等に対応している。
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－

様式４

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況
調整の具体的内容

香 良 洲 町

・夜間は当直者、休日は日直者
より担当課職員に連絡し、担当
課職員により対応。

・直営簡易水道施設は夜間、休
日とも監視システムにより環境
課職員での応急体制を整えてい
る

　２４時間サービス体制の確立も視野に入れ、津市の例により検討していく。・緊急を要する漏水修理のみ、
時間外対応とするが、夜間は、
大規模なものを除き翌日対応と
する。　ほかは、開庁時間内を
原則とする。（スタッフが少ない
ため。）　今後、フレックスタイム
制の導入について、検討中。

白　山　町

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容
８．新たに計画を策定する。（合併と同時）
９．新たに制度を制定する。（合併と同時）

美　杉　村一　志　町

・単独計画は策定されていな
い。今後も当面は、策定する予
定はない。

－ 　現認可における財政計画を取りまとめ速やかに調整する。ー

・夜間は当直者、休日は日直者
より担当課職員に連絡し、担当
課職員により対応。
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10

11

12

13

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

◆中勢水道連絡協議会会員
◆中勢地区水道協議会会員

◆中勢水道連絡協議会会員
◆津地区広域水道水源保護協
議会会員
◆中勢地区水道協議会会員

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村

各種水道協会・協
議会関係

分　   科　   会 水道総務分科会

◆日本水道協会　三重県支部
◆中勢水道連絡協議会（２市９
か町村）
◆津地区広域水道水源保護協
議会（２市１村）
◆中勢地区水道協議会（２市１０
か町村)

◆日本水道協会　三重県支部
会員
◆中勢水道連絡協議会会員
◆中勢地区水道協議会会員

◆日本水道協会　三重県支部
会員
◆中勢水道連絡協議会会員
◆津地区広域水道水源保護協
議会会員
◆中勢地区水道協議会会員

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

協　議　項　目 専　門　部　会 上水道部会

関　係　項　目

広報に随時掲載広報への掲載

ホームページ掲載

小学生の社会見学受入等

◆中勢水道連絡協議会会員
◆中勢地区水道協議会会員

水道事業の啓発・
広報

１　水道局だよりの市政だよりへ
の折込(年3回　5月、12月、3月)
２　水道事業モニター制度
３　水道週間におけるPR
４　夏休み親子水道教室の実施
５　水道資料館展示資料、見学
を利用した啓発
６　ホームページによる広報

１　水道だより・・・年１回　市広
報紙への折り込み
２　水道週間・・・年１回　市広報
紙の紙面の一部に掲載、パッキ
ンの配布、市庁舎、支所、出張
所、ポルタ久居、市内各小中学
校へのポスター掲示
３　水道当番店・・・毎月市広報
紙のおしらせ版に掲載及びイン
ターネットホームページに掲載

１  節水、工事による通行止め及
び濁り水等について
そのつど広報への折込
2  水道週間におけるＰＲ及びポ
スタ－の掲示
3　中学生による学習体験

広報あのうへの掲載、水道週間
におけるＰＲ、ポスタ－掲示

・同左 ・地方公営企業法非適用で特別
会計で、美里村一般会計に準ず
る。

・津市に同じ水道事業会計予算
及び決算関係

・予算及び決算については、地
方公営企業法及び施行規則に
基づき行っている。

・同左 ・同左

－ － －水道水源涵養負担
金

長野川流域水源かん養林負担
金　(平成9年度から)
◆目的　　長野川流域の自然環
境を保護し、森林の水源涵養力
の向上を図り、もって水源水域
の水質の保全及び長野川の水
量を維持することを目的とする
◆事業内容　(1)林道維持管理
関係　・林道の路側の草刈り事
業　・林道側溝の土砂排除事業
・路面等補修工事事業　(2)森林
保育関係　　・植林事業　・下草
刈り事業　・枝打ち事業　・間伐
事業　　(3)長野川水質保全関係
・長野川をきれいにするパンフ
レット等広報活動事業　・長野川
をきれいにするための川掃除事
業　・水洗便所改修等助成事業
・ゴミ収集（分別）等ボランティア
活動支援事業

－

安　濃　町
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調整の具体的内容

１０．新たに制度を制定する。（合併と同時）
１１．津市の例により調整する。（合併と同時）
１２．津市の例により調整する。（合併と同時）
１３．廃止の方向で調整する。

様式４

◆中勢水道連絡協議会会員
◆中勢地区水道協議会会員
◆一志郡広域水道水源保護連
絡協議会会員

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容

一　志　町 白　山　町 美　杉　村

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

◆日本水道協会　三重県支部
会員
◆中勢水道連絡協議会会員
◆中勢地区水道協議会会員
◆一志郡水道水源保護連絡協
議会会員

◆中勢地区水道協議会会員
◆一志郡水道水源保護連絡協
議会会員

◆日本水道協会　三重県支部
会員
◆中勢水道連絡協議会会員
◆中勢地区水道協議会会員
◆一志郡水道水源保護連絡協
議会会員

・定期的に発行する、水道事業
単独の広報はない。現在は、町
広報誌にて不定期に関係記事
を掲載している。　経費は、一般
会計負担となる。
・その他の広報、公聴活動は特
になし。

ー１　水道週間におけるPR　ポス
ターの掲示（町関係施設など）
２　ホームページによる広報、啓
蒙

－

・公営企業法適用事業については、津市の例(企業会計）により調整する。
・公営企業法非適用事業については、津市の例（一般会計)により調整する。

－

・香良洲町一般会計 ・津市に同じ ・上水道は津市に同じ
・簡易水道は特別会計

・地方公営企業法非適用で特別
会計で、美杉村一般会計に準ず
る。

－ － －

香 良 洲 町
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14

15

16

－

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

関　係　項　目 分　   科　   会 水道総務分科会

協　議　項　目 専　門　部　会

様式４

上水道部会

水道の工事契約
（建設工事等入札
参加資格審査委員
会を含む。）

・津市工事請負等の契約及び執
行に関する規則等に基づき、津
市契約財産課と連携を図り、入
札から契約まで行っている。　た
だし、水道管の布設・移設工事
は局独自に指名を行っている。
（局建設工事等入札参加資格審
査委員会で指名等決定してい
る。）

・平成１４年４月から、契約事務
に関しては久居市財務課契約室
で行っている。
入札参加資格審査委員会で指
名決定している。

・契約金額１千万円以下の契約
については、河芸町上下水道課
が入札から契約まで行ってい
る。１千万円以上については、指
名審査委員会で指名業者を選
定し、河芸町総務課が入札から
契約まで行っている。

・指名については審査委員会、
入札については総務課が担当。

・入札は村企画課が担当し、契
約等は水道課で行っている。
全部の工事について、村建設工
事等入札参加資格審査委員会
で指名等決定している。

・入札から契約までの一切を、水
道課で処理している。　指名につ
いては、安濃町指名審査委員会
で決定される。

水道事業の物品の
購入・修理

・業者の登録は、市長部局で市
長と連名で受付し、津市競争入
札参加資格者名簿に記載されて
いる業者の中から、地方自治法
及び施行令に基づき選定を行っ
ている。

・業者の登録は、市長部局で受
付し、久居市競争入札参加資格
者名簿に記載されている業者の
中から、地方自治法及び施行令
に基づき選定を行っている。年
度当初に見積合わせを行い最
低価格業者と単価契約をしてい
る。また、事務用消耗品等は、
市で一括単価契約を行っており
その通知に基づき購入をしてい
る。

・業者は、指名願参加資格者名
簿に記載されている業者の中か
ら、地方自治法及び施行例に基
づき選定を行っている。

・入札参加資格のあるものから
購入。

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

◆久居市水道水源保護地域の
指定(Ｓ６３．４．１告示)
範囲　久居市内のうち、県道片
田、井戸、久居線以東、国道１６
５号線及び県道久居、高茶屋、
停車場線以北を除く全域
6,003ha
◆　久居市水道水源保護審議
会の設置　（委員９名及びその
他市長が必要と認める者）

◆津市水道水源保護地域の指
定
１範囲
津市片田薬王寺町・片田久保
町・安芸郡美里村の一部
◆　津市水道水源保護審議会
の設置　（委員８名及びその他
市長が必要と認める者）

水道水源保護関係

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町

－

・業者の登録は、村が受付し、美
里村競争入札参加資格者名簿
に記載されている業者の中か
ら、地方自治法及び施行令に基
づき選定を行っている。

・業者は、安濃町競争入札参加
資格者名簿に記載されている業
者の中から地方自治法及び施
行令に基づき選定を行なってい
る。

芸　濃　町

◆美里村簡易水道水源保護地
域の指定（１範囲）
美里村大字桂畑、南長野、北長
野、平木、三郷、足坂、五百野
の全部と、大字家所、穴倉、高
座原、船山の一部
◆美里村簡易水道水源保護審
議会（委員１４名以内）

－

美　里　村 安　濃　町

11/14



様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

１４．現行のまま新市に引き継ぐ。
１５．津市の例により調整する。（合併と同時）
１６．津市の例により調整する。（合併と同時）

調　整　の　内　容

美　杉　村

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

・入札参加資格者名簿は、町長
部局で受け付けたものを準用
し、一志町指名審査会に参画し
て、指名業者を決定する。　入札
から契約までの一切を、水道課
において処理する。

・事業として、白山町工事請負等
の契約及び執行に関する規則
等に基づき、白山町総務課管財
係と連携を図り、入札から契約
まで行っている。　ただし、水道
管小規模の布設・移設工事は事
業独自に指名を行っている。（町
建設工事等入札参加資格審査
委員会で指名等決定している。）

・総務課において、工事請負等
の入札、契約を担当
（美杉村建設工事等入札参加資
格審査委員会で指名等決定して
いる。）

調整の具体的内容
一　志　町

　地域指定については、現行のまま新市に引き継ぐ。
　審議会については、合併後新たに審議会を設置する。

・総務課が担当

・漏水工事等の関係により材料
を保有している業者より購入。

　基準は統一し、全て新市の本庁基準に準ずる。

・業者の登録は、総務課で一括
受付

　基準は統一し、全て新市の本庁基準に準ずる。

◆水道水源保護地域の指定内
容
　
1　現簡易水道施設設置区域
２　簡易水道施設設置計画区域
３　上記１・２の水源保護地域
４　広域水道水源保護地域
指定区域　　村内全域

・白山町水道水源保護地域の指
定……白山町全域が指定区域
内

・一志町水道水源保護地域の指
定……一志町全域が指定区域
内

・入札参加資格者名簿は、町長
部局で受け付けたものを準用
し、一志町指名審査会に参画し
て、指名業者を決定する。入札
から契約までの一切を、水道課
において処理する。

・業者の登録は、総務課管財係
で受付し、白山町競争入札参加
資格者名簿に記載されている業
者の中から、地方自治法及び施
行令に基づき選定を行ってい
る。

－

白　山　町香 良 洲 町
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17

18

19

20

水道事業財務会計
システム（契約管
理、企業会計、貯
蔵品管理、工事台
帳、予算関係）

・水道事業財務会計システムに
ついては、民間業者と委託契約
により運用しており、水道料金シ
ステムとも直結している。
また、予算編成、契約管理、貯
蔵品管理、工事台帳等のシステ
ムと連携している。

・財務会計システムは、民間業
者と５年間の債務負担行為を設
定し行っている。（久居全体で契
約し、一般会計に負担金として
支払っている。契約は一般会計
で行った。）
システムは、財務会計のみであ
る。固定資産台帳等は、別のシ
ステムで運用、貯蔵品・工事台
帳は、システムなし。

・水道事業財務会計システムに
ついては，１業者と随意契約を
締結している。これについては、
水道料金システムと直結してい
るため。

・メーターについては、見積書の
提出により最安値の業者と年間
契約。維持修繕工事用の材料
は在庫が少なくなった時点で購
入。

・契約方法及び業者選定は物品
購入に準ずる考え。メーターは
年間単価契約にて契約発注を
行い納品してもらっている、また
工事用材料は突発を除き業者
持ちとなっている、ただし維持修
繕工事用の材料については、年
度当初に年間必要見込数をまと
めて購入し、貯蔵品として管理。

・メ－ターは年間単価契約により
発注し、水道課へ納品してもら
う。工事用材料については、漏
水修理以外は業者持ちとなって
いる。漏水修理用材料について
は、貯蔵品として水道課で管理
している。

分　   科　   会 水道総務分科会

上水道部会

水道事業のメー
ター、工事材料の
購入

協　議　項　目 専　門　部　会

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

・契約方法及び業者選定は物品
購入に準ずる考え。メーターは
年間単価契約にて契約発注を
行い津市水道局へ納品しても
らっている、また工事用材料は
突発を除き業者持ちとなってい
る、ただし維持修繕工事用の材
料については、年度当初に年間
必要見込数をまとめて購入し、
貯蔵品として管理。

・契約方法は、工事等の契約と
同様の手続きで単価契約を行
い、明神倉庫へ納品をしている。
また、工事用材料は、年度当初
に単価契約を行い、必要に応じ
発注している。購入したメーター
及び材料は貯蔵品で管理。

・契約方法及び業者選定につい
ては、上下水道課で行い河芸町
上下水道課へ納品してもらって
いる。また工事用材料は突発を
除き業者もちになっている。ただ
し維持修繕工事用の材料につい
ては、貯蔵品が少なくなってきた
ら業者より購入する。

関　係　項　目

安　濃　町

・水道会計システムについては、
１業者と随意契約を締結してい
る。このシステムは、会計基本シ
ステムと固定資産システムで構
成されている。

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村

様式４

企業債の借入、償
還事務

平成１３年度末現在、未償還残
高　約100億2千万円
料金収入に対する償還金の割
合　11.1％
料金収入に対する支払利息の
割合　11.3％

平成１３年度末現在、企業債未
償還残高は上水、簡水併せて約
２７億９千万円
料金収入に対する償還金の割
合9.9％
料金収入に対する支払利息の
割合13.2％

平成１３年度末現在、企業債未
償還残高　約8億664万円
料金収入にたいする起債償還金
の割合　3.7％
料金収入に対する企業債支払
利息の割合　3.9％

平成１３年度末現在
未償還残高　約１２億８千万円
料金収入に対する償還金の割
合　１４．９％
料金収入に対する支払利息の
割合　１７．３％
平成１８年度くらいが償還のピー
ク

平成１３年度末現在、未償還残
高は約１４億２，９６８万円
料金収入に対する償還金の割
合　20.7％
料金収入に対する支払利息の
割合　51.4％

平成13年度末　未償還残高　約
21億2370万円
料金収入に対する償還金の割
合　　21.8％
料金収入に対する支払利息の
割合　　38.1％

・民間業者と委託契約。
システムは独立しており、料金シ
ステムとは連携していない。

・水道事業財務会計システムに
ついては、民間業者と委託契約
により運用しており、一般会計と
連動して、全庁一本で運営して
いる。

水道事業に係る庁
舎管理

・庁舎管理については、自家用
電気工作物の保安管理業務、
清掃業務及び建築物環境衛生
管理業務、機械設備管理業務、
し尿浄化槽の保守点検業務、消
防設備保守点検業務、高架水
槽清掃業務、樹木剪定業務等で
日常の維持管理を民間業者委
託により行っている。

・現在の庁舎は、旧消防署跡で
あり、市の行政財産である。そ
の財産を無償で借りており、改
修及び修繕は水道事業で負担
している。（現在の庁舎は、平成
１１年８月から使用しており、あ
まり修繕箇所は発生していな
い。）
庁舎の清掃については、市で一
括契約して、その費用を負担し
ている。
建物の保険については水道事
業で加入している。

－ ・老朽化が進んでおり、問題が
多い。
諸管理については、委託の他､
職員自ら行っている。

－ ・水道管理事務所は、いまのとこ
ろ修繕の必要はないものの、年
数が経過し、老朽化が進むと多
額の経費が必要となる。これ
は、事務所が中央浄水場と併設
のため建物以外のポンプ、電気
計装設備等の更新が必要となる
ため。事務所管理については、
自家用電気工作物の保安管理
業務、し尿浄化槽の保守点検業
務、消防設備保守点検業務等で
日常管理を行っている。
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・契約方法及び業者選定は物品
購入に準ずる考え。メーターは
年間単価契約にて契約発注を
行い白山町水道事業へ納品して
もらっている、また工事用材料は
突発を除き業者持ちとなってい
る、ただし維持修繕工事用の材
料については、年度当初に単価
契約をまとめて購入し、貯蔵品と
して管理。

・契約方法及び業者選定は物品
購入に準ずる考え。メーターは
年間単価契約にて契約発注を
行水道課へ納品してもらってい
る、また工事用材料は突発を除
き業者持ちとなっている、ただし
維持修繕工事用の材料につい
ては、年度当初に年間必要見込
数をまとめて購入し、貯蔵品とし
て管理。

・維持修繕工事用の材料につい
ては、年度当初に年間必要見込
数をまとめて購入し、貯蔵品とし
て管理。
メーターについては津市水道局
より支給。

・工事用材料
突発修繕については、随時対応
メーターは交換時期にあらず。
（小西簡易水道）
新規給水区域は、工事に含め購
入している。

　基準は統一し、全て新市の本庁基準に準ずる。

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表
様式４

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町 美　杉　村

－

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

１７．津市の例により調整する。（合併と同時）
１８．新たに制定する（合併と同時）
１９．現行のまま新市に引き継ぐ
２０．津市の例により調整する。（合併と同時）

調　整　の　内　容

調整の具体的内容

－ ・平成１３年度末現在
未償還残高　６億７,３１０万円
料金収入に対する償還金の割
合　５．５％
料金収入に対する支払利息の
割合７．３％

平成１３年度末現在、企業債未
償還残高　約７億１１４万円
料金収入に対する企業債償還
金の割　16.8％
料金収入に対する企業債支払
利息の割合　8,7％

平成１３年度末現在、簡易水道
起債未償還残高　1,160,605,317
円

－ － ー 　庁舎管理については、新局本庁舎のみとし、業務委託により行う。。
　ただし、夜間、休日の庁舎管理業務については、新市の組織・機構に合わせて合併
と同時に調整する。

・企業会計のみ、民間業者のシ
ステムを使用している。その他
は、単独機器への入力処理等に
より、管理している。

１　水道事業財務会計システム
については、１業者と随意契約
を締結している。これについて
は、水道料金システムと直結し
ているため。
２．　このシステムは、予算編成
システム、契約管理システムと
貯蔵品管理システムから始まり
メインの企業会計システムを経
由し、決算へとつながっている。

１　水道事業財務会計システム
については、一般会計と連動し
全庁一本で運営している。

　合併までに津市の例により調整し、新市に移行後新たに制定する。（合併と同時）

－
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